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東北大学病院循環器内科　下川宏明

第80回日本循環器学会学術集会のご報告

図1．会場概観図

図2．両陛下のご臨場

図3. 口演会場風景

図4. 展示・ポスター会場風景

図5. 教室員とともに
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　3月18日(金)～20日(日)の3日間の日程で、第80回日本循環器学会学術集会を開催し、成功裡に終了しましたので、
ご報告申し上げます。

１． 開催概要
今回の学術集会は、第80回であることに加えて東日本大震災5周年の節目に
も当たり、二重の節目の意味で大きな開催意義がありました。このため、
学術集会のテーマを、「日本の循環器病学の過去・現在・未来　-東日本大震災
復興5周年-」としました。会場は、仙台国際センター会議棟・展示棟、東北
大学100周年記念会館萩ホール、仙台市民会館の4会場を用いました(図1)。
展示棟は、震災復興のシンボルの一つとして、仙台市が日循学術集会規模
の学術集会が開催できるように建設しました。また、昨年12月には地下鉄
東西線が開通し、仙台駅から会場まで5分で着き利便性が向上しました。
このように、青葉山山麓のコンパクトな会場で学術集会を開催することができました
 図1) 。お天気にも恵まれ約1万5000名の参加者がありました（市民公開講座除く）。

2． 東日本大震災復興5周年
東日本大震災復興5周年の節目の意義に関しては、東北地域（特に宮城県・岩手県・福島
県の被災3県）の大学病院・地域の基幹病院・3県医師会・医療行政等の災害医療への貢献
や復興に向けた活動をパネル展示で参加者に広く紹介しました。初日の3月18日（金）の
午前中には、被災地を訪問中の天皇皇后両陛下がパネル展示展にご臨場賜り、我々の取り
組みに関する説明を熱心に聞いていただき、また、慰労のお言葉をいただいたことは、関
係者一同の大きな励みになりました (図2)。

3． 日循学術集会80周年
日循学術集会80回目の節目の意義に関しては、プログラムの中で、「日本循環器学会
80年の歩み」などの会長企画や20年後の日循100周年を見据えた多くの特別企画を組むと
とともに、「わが国が誇る循環器研究」と題して、①久山町研究、②冠攣縮、③Na利尿ペ
プチド、④川崎病、⑤高安病、⑥たこつぼ心筋症を取り上げて、講演やパネル展示で紹
介しました (図3)。

4． その他のプログラム

美甘レクチャーは私の恩師のVanhoutte教授（香港大学）、真下記念講演は東北大学の山本
雅之教授（東北メディカルメガバンク機構長）にお願いしました。この他、会長特別企画
（18）では、「Editors-in-Chief of the Top Medical Journals」「重要性を増すCardio-oncology」
などを企画・実施しました。さらに、海外演者による特別講演18、プレナリーセッショ
ン11、シンポジウム28、海外の7学会との合同シンポジウム、ラウンドテーブル11、トピ
ック8、コントロバーシー6、モーニングレクチャー29などを実施しました。コントロバー
シーやラウンドテーブルでは、壇上で座長・演者がゆっくり座って議論できるように、ソ
ファ式の椅子やレイアウトを実施し好評でした。特別企画・会長特別企画・一般演題・
Late-breaking Sessions等、全ての企画を合わせて、合計3294演題の発表に対して、合計815
名の方々に座長をお願いしました。

5.  おわりに
地下鉄国際センター駅の北側に広い展示・ポスター会場、南側に

新設の展示棟が直結しており、参加者には大変好評でした(図4)。

本学術集会は、仙台市としても、新展示場と地下鉄東西線開業が

セットになった初の大規模な開催になり、宮城県、宮城県医師会、

東北大学とともに、全面的なご協力をいただきました(図5)。

　多くの皆様のご参加に、心より感謝申し上げます。



東北大学循環器内科では肺高血圧症の治療
発展のため最先端の治療を行っています。
吸入薬の治験も始まりました。
また肺動脈血栓塞栓症による肺高血圧の
バルーン拡張術も行っています。
患者さんのご紹介をお願いいたします。

患者さんのご紹介・ご相談にご活用下さい。
緊急の対応は日中は外来医長が、時間外は日
当直医（病棟）が対応いたします。
本季刊紙「HEART」に関するご意見・ご質問
は下記のメールアドレス、当科HPまで。
kikanshi@cardio.med.tohoku.ac.jp
http://www.cardio.med.tohoku.ac.jp/index.html

東北大学循環器内科連絡先（直通）
医局：０２２－７１７－７１５３
FAX：０２２－７１７－７１５６
外来：０２２－７１７－７７２８
病棟：０２２－７１７－７７８６
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